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用いて、ホストマウス網膜神経節細胞 (RGC) からの光応答を調べた。 






へのホスト RGCの残存応答は、移植をしていない生後 8週や 12週の NOG-rd1-2J
マウスの網膜でも孤発性に見られたが、それらは視神経から 1mm以内の近位部で
は見られず、同部位では正常な錐体細胞の残存も見られなかった。移植後、分化日
数 200-260日の時点で 8眼に対して MEAを施行した。3眼は反応せず、2眼はわ
ずかに反応を示し、3眼は移植部位に局在する複数の RGC 反応を認め、その反応
は視神経近位部も見られ、移植片由来の反応であることが示唆された。対照として
マウス iPS 細胞由来網膜組織を NOG-rd1-2J マウスに移植すると、同様の反応が
より明瞭に検出された。 
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